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「この人 09」  河村正浩 63 歳 （山彦 主宰） 神奈川県 

 

 

八 木   河村さんと滑稽俳句の関係を お話しください。 
 
河 村   私の俳句のテーマは「無頼性」なんです。 

       その中にペーソスやユーモアも同居しているんですね。 
 
八 木 いわば男の子の哀しみというところですか 
 
河 村   言葉を変えれば「お澄まし顔」はしませんよ 

           ということですね。それは自分に忠実ということです。 
 
八 木 最近お出しになった句集「桐一葉」を拝見しました。 

正直ですね、それがブラックユーモアになっている。 
 
★毛虫焼くいつもやさしきまなざしで 
 
  この滑稽は、結構鋭いですね。 
 
★ ビール飲むみんな仏頂面下げて   

 
河 村   私もその中のひとりなんですが ビール飲む楽しいと 

思われる場も現実は案外そんなものです 
 

八 木 正直に書いて、その結果として いわゆる 構成に裏切りができ

た。 
 
河 村 最近妻に先立たれましてね。 

ますます 正直に俳句やらなきゃ 
という気になっているんです。 
それが妻への鎮魂なんだと・・ 

 
八 木 奥様のことを詠んだ句に 

 
              ★春一番亡き妻宛に便り来る・・ 
 
              この句は哀しみと可笑しいが同居していてよろしいと思います。 

 



今月の滑稽俳人 

掲載の記事・写真・イラストなど、すべてのコンテンツの無断複写・転載等を禁じます。 

河 村 良く見つけられましたね。 
私の中にある開き直りの根性が まあ これも無頼でしょう。 


